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	第３回 与那原町水道事業経営委員会
	本日の主な議題
	本日の議題

	1　経営戦略（R8-R17）概要版のご説明 　　　計画期間、背景、4つの主要経営目標指標
	2　水道ビジョン（R8-R17）概要版のご説明 　　　3つの理想像（持続・安全・強靭）と13の目標設定
	4　委員長から町長への答申案のご確認・今後について 　　　委員会としての結論と今後のスケジュールの共有

	経営戦略の概要（令和8年度-令和17年度）
	計画期間  令和8（2026）年度  令和17（2035）年度
	経営目標指標
	策定の背景・前提 受水単価引き上げへの対応：沖縄県企業局の料金改定に伴う原価上昇 施設老朽化と耐震化：災害に強い水道づくりと適切な更新投資 需要見直し：給水人口・給水量は今後20年間「概ね横ばい」で推移


	投資計画の概要
	第四次拡張事業
	R7（2025）～R12（2030）
	・板良敷配水池の耐震補強 　老朽化した配水池の長寿命化・耐震化を実施 ・中央監視・遠方監視設備の更新 　DX化を見据えた効率的な監視システムの導入 ・関連管路の整備 　拡張事業に伴う送配水管の布設・改良

	管路耐震化・更新事業(年間約1.5憶円)
	R13（2031）～R17（2035）
	　投資の基本方針　　　　安全・強靭性の確保　　　ライフサイクルコスト最適化　　　財政の持続可能性



	将来の投資額 令和7（2025）年度～令和17（2035）年度
	投資計画のポイント ○令和7～12年度　　第4次拡張事業が中心となります。 ○令和13～17年度　 管路耐震化・更新事業がシフトします。 　令和13年度以降は、年間約1.5億円の継続的な投資を見込んでいます。
	収益的収支の見通し 料金改定後は安定黒字へ
	財政健全化への道筋 ○令和8年度　　県企業局の受水費値上げに対応し、10月より料金改定を実施します。 ○令和9年度以降　 料金改定の効果により、収支バランスが改善します。 　純損益は年間約3,000万円の黒字を見込み、安定的な経営基盤を確立します。
	資本的収支・資金残高の見通し 将来投資と健全経営の両立
	経営健全化の取組
	　受水費高騰への対応（水道料金の段階的改定） 　　沖縄県企業局の受水単価引上げに伴い、供給単価を見直し 　　第1段階：R7年10月（+18円/㎥）　第2段階：R8年10月（+15円/㎥）

	ビジョン策定の背景と目的
	策定の趣旨 本町では、送水ポンプ場や配水池の整備など 初期の事業目標をほぼ達成しました。今後は、 町総合計画「みんなで創ろう 活気あふれる 美 らまち与那原」と整合性を保ちながら、持続 可能な水道事業運営を目指し、中・長期的な 方向性を明らかにする必要があります。
	継続的な改善（PDCA） 目標の達成状況や施策の実施状況を定期的に評価し、必要に応じて見直しや修正を行うことで、実効性を高めます。


	水道ビジョンの位置づけ
	中核となるマスタープラン
	整合・具体化

	水道ビジョンの概要（将来像）
	みんなで創ろう　活気あふれる　美らまち与那原 ～平和と文化・伝統を未来へ綱げて～
	持続 ～次世代への持続可能な水道～
	安全 ～安全でおいしい水道～
	強靭 ～災害に強く、たくましい水道～
	　　FUTURE VISION 　安心・安全で持続可能な地域水道 　　町総合計画と整合性を保ちながら、信頼される水道事業を次世代へつなぎます。


	2035（令和17）年
	当面の優先事項
	・老朽管の計画的更新 　更新率1.0％以上の確保 ・重要施設の耐震化 　配水池・管路の強靭化 ・有収率の更なる向上 　漏水防止対策の徹底

	経営対応
	体制整備・PDCA
	・人材育成と技術承継 　経験豊富な職員の活用 ・住民・関係者との対話 　情報公開と理解促進 ・定期的な評価と見直し 　ビジョンの進捗管理


	パブリックコメントへの対応
	お寄せいただいた主なご意見（論点）と、それに対する町の回答・対応方針
	【ご意見】 経営状況の情報公開と進捗管理（PDCA）の徹底を。 【回答・対応方針】 　毎年度進捗状況を把握検証し、必要に応じて事業内容の見直しや目標の修正を行います。決算書や経営分析表を毎年度町HPに掲載いたします。


	答申案について
	答申内容①
	答申内容②

	答申案について（附帯意見）
	●経営基盤の強化とPDCA 　業務の効率化や外部活用等を含め、経営基盤の強化に取り組むこと。また、計画の進捗について毎年度点検・評価を行い、環境変化を踏まえた見直し（PDCA）を確実に運用すること。

	今後のスケジュール



